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市教委だより
第3回「中村の教育を考える会」が開催されました

新入学おめでとうございます！

（市）教育委員会　学校教育課
TEL （３４）５４４５　FAX（３４）４２７１　E-mai l  schoo l@city .nakamura.koch i . jp
中村市公式ホームページ　U R L：http ://www.c ity .nakamura.koch i . jp/

ご質問・ご意見を
お寄せください

　本年度第３回目の「中村の教育を考える会」が、２月28日、中村市社会福祉センタ
ーにおいて開催されました。
　会では、教育長から「これまでの中村の教育の伝統や文化を活かしながら、それら
を四万十市へと継承していけるよう取り組んでいきたい」という挨拶があり、その後、
意見交換・協議を行いました。まず事務局より、今年度行った中村市の学力定着状況
や学校評価、小中連携教育、豊かな心を育む教育などについて、協議の総括をした後、
来年度の取り組みについて委員の方々から意見をいただきました。
　西土佐村との合併により四万十市立小・中学校として、小学校21校・中学校11校に
なる予定ですが、各学校で行われている教育活動や特色ある取り組みをこれからさら
に発展させていくために、組織や体制を見直していくなかで教科教育や教職員の研修
活動などを充実させ、それぞれの地域の中で子どもたちが健やかに成長していける教
育環境を創造していくことが大切です。
　この日の協議では、少人数指導やT.T（ティーム･ティーチング）などの授業形態や
学習方法、開かれた学校づくりや保護者や地域の方々との連携について、また空き教
室を活用した活動や危機管理のあり方など、さまざまな視点から意見がだされました。
参観週間やパソコン教室などで学校へ足を運ぶ機会も増えてきたという意見や、さら
に積極的な情報提供や啓発活動によって、子育てや食育の重要性について認識を深め
ていく必要があること、子どもたちの学習活動への支援を活発に行うことなど、学校・
家庭・地域の連携や協働によって、子どもたちの『ちから』を今以上にもっと伸ばし
てほしいという思いが伝わってきました。
　中村市としての会の開催は最後となりましたが、これからも地域の宝をみんなで育
てていくために、学校・家庭・地域・教育委員会がそれぞれの役割と責任を果たして
いかなければなりません。

　新年度が始まり、元気に登校する小・中学生の姿を見るたびに、保護者の方々はもち
ろんだと思いますが、学校も教育委員会も期待に胸を膨らませている子どもたちのため
に、気持ちを新たに頑張ろうという意欲が湧いてきます。
　この『市教委だより』も市民の皆さまに学校のさまざまな教育活動や多様な教育情報
を発信することで、地域のみんなで子どもたちを見守り、その成長を支援していきたい
と考えています。
　これからは「四万十市」の子どもたちがそれぞれの学校で一生懸命頑張っている姿や、
地域の方々と一緒になって活動している様子などを伝えていきたいと思います。
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中村の教育を考える会

トンボ王国・あきついお情報

トンボ王国２０周年記念ゴールデンウイークイベント開催

春のトンボの羽化も始まり、
４月の中旬頃からカキツバタが咲き始めます。

《トンボの保護区づくりを始めて、20年になります。》

期間：4月29日（金）～5月8日（日）　期間中の入館者で「あきついお挑戦状」クイズに正解すれば記念品がもらえます。
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問い合わせ先

四万十川学遊館
“あきついお”

☎（３７）４１１１
http://www.gakuyukan.com

E-mai l :shimanto@gakuyukan.com

5月1日（日）　　　　　 さかなカード釣（小人の入館者対象）
　　3日（火）～5日（木）　 特別展「トンボ王国を生ける」
　　　　　　　　　　　  トンボ王国で栽培もしくは自生している花を使った生け花展です。
　　5日（木）　　　　　 「メダカすくい」（小人の入館者対象）
　　　　　　　　　　　  特設のメダカプールでポイを使ってすくいます。
　　　　　　　　　　　　  すくった尾数によってお菓子と交換。
　　　　　　　　　　　　  メダカは持ち帰ることはできません。


